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とおく･最後に,F上の pathu,∈自uU 狛 こ対してその長さをL(u,)と書く･
k=1




単純平均)を考えてその k→ ∞ での漸近的性質を調べる.(ここでは変位の指数に焦点を絞る.)
dSG上のself-avoidingpathの変位の指数については,a-2,3の場合しか解決していない.
定理 1([4,6,5】)入2-去(7-JE) tこ対してU- U2-農 (-o･7986･･･)とおくと,pre-
Sie,T7)i.TiskigaSket上の長さkの seljlavoidingPathの集合o'k上の一様分布に関する期待値をEk





























































































対してIOJを k+e個の非負正数 il,- ,･t,L･,]1,.･,jeを非減少になるように並べ替えた列とし,
Ed⊂R十Zdを





















(FP3)tTc,I≠0であるような全てのI∈rdに対して,多項式 OIの項 H tTJmJ(川･∈ZI.a)のう
J∈Zd

















(CSl)Pc∈Rが臨界点であるとは,lim Xn(xcan(Pc))-xcを満たす self-avoiding固定点 xcがITt→∞
存在することを言う.即ち,canonicalcurve上の点であって,それを初期値とするくりこみ
群の軌道が self-avoiding固定点に収束するものを臨界点という.











が成り立つような (kによらない)正定数C1,C2 と実定数 C3,C4が存在する.
この定理はN(k)≒eβck,すなわち,dSG上のself-avoidingpathのconnect,ive定数が e/3Cである
ことを意味する.
自然数 kに対して, Pkを 0(0)上の一様分布とし,免 に関する期待値,即ち pat,hに関する
単純平均をEkとおく.
定理 5([7,8】)臨界点 Pc∈Rが存在するならば,対応する固定点に対する (FP2)の 人を用い
てU-崇 とおくとき,
slogk-βαloglogk+C≦logEklIu'(k)Is/レ】≦slogk十Sαloglogk+C′,k≧k.,S≧0,
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